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更新翌年の年間乾物収量は、完全更新区が940kg/10a、格子状播種区が851kg/10a、列状播種区が
786kg/10aとなった。

除草後の、簡易草地更新機による播種方法を列状播種（１列播き：本機の通常の使用方法）と格子状播種（斜
めの格子型になるように２回走行する方法）とで比較した。その結果、格子状播種区は列状播種区と比較して
雑草率が1/2、裸地率が1/5となった。これは格子状播種では種子の播種量が同じでも播種面積が列状播種
の倍になるため、土の露出部が少なくなり、雑草が侵入しにくくなる効果と考えられた。

要旨

佐藤章ほか (1999)、環境保全型草地の簡易低コスト草勢回復技術の確立、宮城県畜産試験場試験成績書

更新作業時間は一般的な完全更新が83分/10aなのに対して、簡易草地更新機を用いた格子状播種体系では
23分/10aとなった。

更新翌年の１番草実収量は、格子状播種区で例年の約２倍に改善された。
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その他の資料等

以上から下記の作業体系を執ることで、雑草が多く侵入した草地を省力・低コストかつ効果的に更新できること
が分かった。
①最終番草収穫（モア、ベーラ等）、②除草剤散布（ブームスプレヤー）、③土改材・堆肥散布（ブロードキャス
タ、マニュアスプレッダ）、④施肥・播種（格子状）・覆土・鎮圧（簡易草地更新機）

担当者

　簡易草地更新機（ニプロPRN801）の一般的な利用方法は、既存植生の上に追播する方法である。しかし、雑草が
多いなどの理由で既存植生を利用できない場合は、耕起して完全更新を行わざるを得ず、コスト・労力・多くの機械
が必要となる。そこで、雑草が多く侵入した採草地を非選択性除草剤で完全除草した後、簡易草地更新機で効果
的に更新する技術を開発した。

更新コスト（物材費）を比較すると、完全更新は21,960円、格子状播種体系は13,443円/10aとなった。

簡易更新機を用いて完全除草後に草地を更新する技術
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